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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
も
し
元
最
強
サ
ッ
カ
ー
少
年
が
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
た
ら

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
２
２
０
０
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ア
メ
リ
カ
ン
な
お
調
子
者

【
あ
ら
す
じ
】

　
通
称
「
も
し
テ
ニ
」

サ
ッ
カ
ー
最
強
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
、
佐
野
元
太
は
、
中
学
に
な
っ
た
と
た
ん

突
然
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
入
る
と
言
い
出
す
。

そ
し
て
、
刀
狩
中
は
全
国
大
会
目
指
す
た
め
に
日
々
努
力
す
る
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第
１
話

後
半
ロ
ス
タ
イ
ム
、
自
分
側
の
陣
地
に
、
ド
リ
ブ
ル
を
し
て
き
た
相
手
の
Ｆ
Ｗ
が

ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
に
突
っ
込
ん
で
き
た
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
「
元
太
ー
！
！
！
！
！
止
め
て
く
れ
ー
！
！
！
！
！
」

チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
声
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
相
手
の
Ｆ
Ｗ
と
の
１
対
１
と
な
る
。

元
太
「
・
・
・
・
こ
ぉ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
ぃ
ぃ
ぃ
！
！
！
」

相
手
は
足
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
一
気
に
蹴
っ
て
き
た
。

右
上
に
蹴
っ
て
き
た
。
ポ
ス
ト
ギ
リ
ギ
リ
で
入
り
そ
う
だ
。

俺
は
飛
び
つ
い
た
。
ボ
ー
ル
は
ギ
リ
ギ
リ
人
差
し
指
に
当
た
っ
て
そ
れ
た
。

ガ
ン
ッ
！
！
！
ポ
ス
ト
に
当
た
り
、
ボ
ー
ル
は
は
じ
か
れ
た

そ
の
瞬
間
・
・
・

ピ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
！
！
！

長
い
長
い
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
っ
た
。

我
ら
刀
狩
小
学
校
が
、
つ
い
に
全
国
制
覇
し
た
の
だ
っ
た
！

か
た
な
が
り

元
太
「
っ
し
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
っ
！
！
！
！
！
！
」
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あ
の
優
勝
か
ら
、
早
５
ヶ
月
。

―
刀
狩
中
学
校
入
学
式
を
始
め
ま
す
。

俺
の
名
は
、
佐
野
元
太
、
小
学
校
時
代
は

さ
の
げ
ん
た

サ
ッ
カ
ー
部
の
守
護
神
、
Ｇ
Ｋ
と
し
て
、
全
国
制
覇
も
果
た
し
た
。

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー

諒
「
よ
う
！
元
太
！
サ
ッ
カ
ー
部
入
る
だ
ろ
？
」

こ
い
つ
の
名
は
、
伊
藤
諒
、
親
友
で
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、
補
欠
だ
っ
た
が

か
な
り
の
動
き
が
鋭
い
奴
で
、
か
な
り
運
動
神
経
が
い
い
。

俺
と
同
じ
部
活
入
る
つ
も
り
ら
し
い
。

元
太
「
ま
ぁ
な
、
そ
の
つ
も
り
だ
」

当
然
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
る
つ
も
り
だ
、
刀
狩
小
は
、
古
く
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の

強
豪
だ
っ
た
が

刀
狩
中
は
、
さ
ほ
ど
強
く
な
い
、
県
に
行
け
た
ら
い
い
方
の
チ
ー
ム
ら
し
い

入
学
式
が
終
わ
っ
た
の
で
、
自
分
の
教
室
に
戻
る
事
に
し
た
。

俺
は
１
－
１
、
諒
は
１
－
３
だ
。

菊
地
「
入
学
お
め
で
と
う
！
１
年
１
組
の
み
ん
な
！
俺
は
担
任
の
菊
地
宗
一
で

き
く
ち
そ
う
い
ち

す
！
」

少
し
小
太
り
で
、
目
が
細
い
、
今
年
か
ら
刀
狩
中
学
校
に
転
入
し
て
き
た
そ
う

だ
。
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菊
地
「
ち
な
み
に
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
監
督
で
す
！
よ
ろ
し
く
。
」

俺
は
話
を
遠
く
聞
い
て
い
た
、

元
太
（
さ
っ
さ
と
帰
っ
て
、
キ
ャ
プ
翼
で
も
読
み
て
ぇ
な
）

そ
う
す
る
と
、
あ
る
思
い
も
よ
ら
ぬ
一
言
が
、
俺
の
耳
を
走
っ
た
。

こ
の
一
言
が

俺
の
青
春
を
大
き
く
変
え
る
と
は
こ
の
頃
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

菊
地
「
や
り
た
い
事
は
、
進
ん
で
や
れ
ば
い
い
。
好
き
じ
ゃ
な
い
事
を
進
ん
で

や
る
必
要
は
な
い
よ
っ
て
俺
は
思
う
」

そ
の
時
、
俺
に
疑
問
符
が
浮
か
ん
だ
。

俺
は
本
当
に
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の
か
？
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
時
は

た
ま
ら
な
く
楽
し
い

け
ど
・
・
・
勝
つ
事
に
な
れ
す
ぎ
て
い
る
の
か
？

試
合
は
全
然
楽
し
く
な
い
。

む
し
ろ
、
ま
だ
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
た
ほ
う
が
楽
し
い
。

負
け
る
か
勝
つ
か
分
か
ら
な
い
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
楽
し
い
。

ず
っ
と
そ
れ
を
考
え
て
一
日
過
ぎ
た
。

菊
地
「
あ
と
、
入
部
届
は
明
日
ま
で
に
俺
に
出
し
と
い
て
ね
」
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・
・
・
さ
ぁ
、
ど
う
し
よ
う
？

サ
ッ
カ
ー
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
し
か
し
楽
し
い
と
は
思
え
な
い
。

・
・
・
決
め
た
。

俺
は
、
携
帯
を
取
り
出
し
、
諒
の
携
帯
に
電
話
を
か
け
た
。

諒
「
ど
う
し
た
ー
？
元
太
ー
？
」

元
太
「
諒
・
・
・
悪
ぃ
、
俺
・
・
・
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
入
る
。
」
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第
１
話
（
後
書
き
）

佐
野
元
太
　
１
５
３
ｃ
ｍ
　
４
０
ｋ
ｇ
　
前
衛

ラ
ケ
ッ
ト
　
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｔ
－
１

元
サ
ッ
カ
ー
部
の
天
才
少
年
。

体
は
小
柄
だ
が
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
を
し
て
い
た
。
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第
２
話

諒
「
え
？
サ
ッ
カ
ー
部
入
ら
な
い
の
？
俺
は
構
わ
な
い
け
ど
・
・
・
」

諒
は
本
当
に
軽
い
奴
、
俺
と
な
ら
ど
こ
で
も
い
い
ら
し
い

元
太
「
急
に
悪
い
け
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
気
持
ち
と
い
う
の
が
無
く
な
っ

た
ん
だ
」

諒
「
ふ
ー
ん
じ
ゃ
っ
、
俺
も
テ
ニ
ス
部
入
る
わ
」

元
太
「
悪
り
ぃ
な
。
」

ピ
ッ

電
源
を
切
っ
た

元
太
「
ラ
ケ
ッ
ト
で
も
買
い
に
行
く
か
」

俺
は
、
倉
庫
か
ら
チ
ャ
リ
を
出
し

隣
町
の
「
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
」
と
い
う
店
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
買
い
に
行
っ
た
。

そ
し
て
、
ラ
ケ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
止
め
た
。

元
太
「
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
・
・
・
８
Ｖ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
・
・
・
う
ー
ん
・
・
・
。
デ
ザ
イ
ン

い
い
し
、
こ
れ
に
し
よ
う
か
な
」

俺
は
、
黄
色
い
ラ
ケ
ッ
ト
の
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
 

８
Ｖ
Ｒ
Ｅ
Ｖ
を
手
に
取

っ
た
。
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し
か
し
・
・
・

？
「
な
ぁ
！
」

謎
の
掛
け
声
に
後
ろ
を
向
い
た
。

元
太
「
誰
だ
？
」

？
「
俺
だ
よ
！
気
付
い
て
く
れ
よ
！
」

そ
れ
は
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
と
い
う
ラ
ケ
ッ
ト
を
置
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
聞
こ
え
た
。

？
「
こ
こ
！
こ
こ
！
」

そ
の
声
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
か
ら
聞
こ
え
た
。

元
太
「
ラ
ケ
ッ
ト
が
・
・
・
喋
っ
た
！
？
」

Ｔ
－
１
「
そ
う
！
俺
の
名
は
、
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｔ
－
１
！
俺
を
買
っ
て
く
れ
よ
！
」

元
太
「
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
？
」

こ
れ
が
、
俺
の
ラ
ケ
ッ
ト
、
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｔ
－
１
と
の
出
会
い
だ
っ
た
。
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第
２
話
（
後
書
き
）

伊
藤
諒
　
１
５
７
ｃ
ｍ
　
４
８
ｋ
ｇ

ラ
ケ
ッ
ト
　
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｚ
Ｚ

な
ん
で
も
軽
い
奴
で
、
何
事
も
本
気
に
な
れ
な
い
。

元
太
の
古
く
か
ら
の
親
友
。
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第
３
話

・
・
・
で
、

結
局
俺
は
こ
の
Ｘ
ｙ
ｓ
ｔ
 

Ｔ
－
１
を
上
手
い
口
車
に
の
っ
て
し
ま
い

購
入
し
て
し
ま
っ
た
。

Ｔ
－
１
「
よ
ろ
し
く
な
！
」

こ
い
つ
に
よ
る
と
、
こ
の
声
が
聞
こ
え
る
の
は
、
俺
だ
け
で
あ
り
他
の
人
に
は

聞
こ
え
な
い
と
い
う

元
太
「
さ
ー
て
明
日
か
ら
練
習
だ
！
」

・
・
・

小
笠
原
「
は
ー
い
、
新
入
部
員
並
べ
ー
」

そ
の
言
葉
に
１
年
生
が
、
一
列
に
並
ぶ
。

小
笠
原
「
俺
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
笠
原
祐
作
だ
。
」

お
が
さ
わ
ら
ゆ
う
さ
く

倉
田
「
倉
田
陸
郎
だ
。
副
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
。
よ
ろ
し
く
な
」

く
ら
た
り
く
ろ
う

そ
の
声
に
、
１
年
生
の
６
人
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
と
礼
を
し
た
。

ち
な
み
に
、
３
年
生
は
４
人
、
２
年
生
は
２
人
、
１
年
生
は
６
人
と
人
数
が
少

な
い
部
活
だ
。

小
笠
原
「
ち
ょ
っ
と
実
力
テ
ス
ト
で
も
し
て
み
る
か
、
前
衛
と
後
衛
に
分
か
れ
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ろ
」

み
ん
な
パ
ッ
と
３
人
３
人
に
分
か
れ
た
。
俺
は
前
衛
だ
。

諒
は
後
衛
だ
っ
た
よ
う
だ

小
笠
原
「
ボ
レ
ー
は
分
か
る
よ
な
？
そ
れ
を
す
る
、
堂
々
と
ボ
レ
ー
し
て
構
わ

な
い
ぞ
。
」

ボ
レ
ー
練
習
が
始
ま
っ
た
。
１
番
最
初
に
立
っ
た
の
は
、
刀
狩
じ
ゃ
な
く
、
他

の
小
学
校
か
ら
き
た
や
つ
だ
。

そ
い
つ
「
ヒ
ッ
！
！
ヒ
ッ
！
！
怖
い
っ
す
！
速
い
で
す
よ
！
！
」

ボ
ー
ル
を
怖
が
り
、
よ
け
て
い
る
。

つ
づ
い
て
次
の
奴
も
怖
が
り
、
よ
ろ
め
い
て
い
た
。

小
笠
原
「
ど
う
し
た
！
？
ど
う
し
た
ー
！
？
ち
ゃ
ん
と
し
っ
か
り
や
れ
ー
！
次

！
」

俺
は
ネ
ッ
ト
前
に
つ
い
た

小
笠
原
「
行
く
ぞ
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！
！

豪
快
な
球
出
し
が
来
た
。
し
か
し
俺
は
ビ
ク
と
も
せ
ず
冷
静
に
・
・
・

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
！

サ
イ
ド
に
綺
麗
に
決
ま
っ
た
。
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元
太
「
♪
」

Ｔ
－
１
「
調
子
い
い
ぜ
！
」

小
笠
原
「
な
か
な
か
や
る
な
！
次
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

大
き
く
ボ
ー
ル
が
そ
れ
て
、
届
き
に
く
い
位
置
に
出
た
。

小
笠
原
「
悪
ィ
」

元
太
「
俺
だ
っ
た
ら
取
れ
ま
す
よ
！
」

ポ
ー
チ
し
た
。
こ
れ
も
綺
麗
に
ボ
レ
ー
で
き
た
。

小
笠
原
「
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
ね
ぇ
の
！
名
前
は
？
」

元
太
「
佐
野
元
太
で
す
！
」

か
ー
っ
！
イ
カ
し
て
る
ぜ
！
俺
！
テ
ニ
ス
楽
し
い
な
！

も
う
一
つ
の
コ
ー
ト
で
は
、
後
衛
が
ラ
リ
ー
練
習
を
し
て
い
た
。

同
じ
よ
う
に
諒
が
活
躍
し
て
い
た
。

あ
の
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
ほ
ぼ
互
角
の
ラ
リ
ー
だ
っ
た
。

倉
田
「
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
ね
ぇ
か
、
名
前
は
？
」

諒
「
伊
藤
諒
で
す
。
」
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そ
の
時
、
ふ
と
奥
か
ら
、
菊
地
が
現
れ
た
。

菊
地
「
お
も
し
ろ
い
じ
ゃ
ん
、
元
太
君
、
諒
君
。
い
っ
そ
の
事
、
こ
の
キ
ャ
プ

テ
ン
チ
ー
ム
と
試
合
し
て
み
る
？
」

Ｔ
－
１
「
試
合
か
！
デ
ビ
ュ
ー
戦
じ
ゃ
ん
！
」

小
笠
原
「
構
い
ま
せ
ん
が
・
・
・
」

菊
地
「
う
ん
、
試
合
は
５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
、
審
判
は
誰
か
適
当
に
つ
い
て
ね
」

・
・
・

５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
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第
３
話
（
後
書
き
）

小
笠
原
祐
作
　
１
７
２
ｃ
ｍ
　
５
７
ｋ
ｇ

ラ
ケ
ッ
ト
：
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
 

５
Ｖ
 

Ｒ
Ｅ
Ｖ

部
内
を
ま
と
め
る
最
高
の
キ
ャ
プ
テ
ン
。

実
力
は
、
県
大
会
優
勝
レ
ベ
ル
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第
４
話

諒
「
い
き
ま
す
！
」

諒
が
ト
ス
を
上
げ
、
一
気
に
振
り
上
げ
る
。
そ
の
ま
ま
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
に
入

っ
た
。

倉
田
（
い
い
感
じ
の
サ
ー
ブ
じ
ゃ
ね
ぇ
の
、
だ
け
ど
前
衛
の
サ
イ
ド
抜
い
ち
ま

え
ば
こ
っ
ち
の
も
ん
だ
！
）

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

元
太
「
な
ん
の
！
」

ス
パ
ッ
・
・

元
太
「
お
っ
し
ゃ
ぁ
っ
！
」

諒
「
ナ
イ
ス
だ
っ
！
元
太
！
」

強
烈
な
レ
シ
ー
ブ
を
元
太
は
ボ
レ
ー
で
決
め
た
。

倉
田
（
俺
の
ス
ト
ロ
ー
ク
を
・
・
・
ま
ぐ
れ
だ
。
）

１
－
０

諒
「
行
く
ぜ
！
」
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ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

ま
た
も
フ
ァ
ー
ス
ト
サ
ー
ブ
が
入
っ
た
。

小
笠
原
「
シ
ョ
ッ
ト
が
駄
目
な
ら
ロ
ブ
だ
っ
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

前
衛
に
い
る
元
太
の
真
後
ろ
に
落
す
ロ
ブ
が
あ
が
っ
た
。

諒
「
な
ん
の
っ
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

諒
が
追
い
つ
き
、
鋭
く
深
い
シ
ョ
ッ
ト
を
倉
田
に
返
し
た
。

そ
し
て
、
諒
と
倉
田
の
激
し
い
ラ
リ
ー
が
続
く
・
・
・

小
笠
原
（
さ
ぁ
、
佐
野
元
太
よ
、
い
つ
し
か
け
て
く
る
・
・
・
・
！
？
こ
ね
ー

な
ら
っ
・
・
・
・
俺
が
行
く
ぜ
！
）

小
笠
原
が
、
諒
の
シ
ョ
ッ
ト
を
素
早
く
追
い
つ
き
、
ボ
レ
ー
を
し
た
。

諒
「
な
っ
！
？
」

小
笠
原
「
ど
う
だ
！
」

元
太
「
左
右
の
動
き
は
Ｇ
Ｋ
で
慣
れ
て
る
ん
で
ね
！
」

本
能
的
に
体
が
動
い
た
。
真
横
に
叩
か
れ
た
ボ
ー
ル
に
追
い
つ
き
バ
ッ
ク
で
倉
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田
に
返
し
た
。

倉
田
は
急
に
き
た
ボ
ー
ル
に
対
応
で
き
ず
、
ネ
ッ
ト
に
な
っ
た
。

元
太
「
お
し
ゃ
ぁ
っ
！
！
」

諒
「
ナ
イ
ス
だ
っ
！
元
太
！
」

・
・
・

倉
田
「
な
ん
だ
・
・
・
こ
い
つ
ら
。
」

小
笠
原
「
強
い
な
・
・
・
」

倉
田
「
大
丈
夫
だ
。
あ
い
つ
ら
は
い
く
ら
な
ん
で
も
初
心
者
。
経
験
者
に
は
勝

て
な
い
は
ず
だ
。
」

小
笠
原
「
あ
ぁ
っ
、
前
衛
は
上
手
い
か
ら
ま
ず
い
い
と
し
て
、
後
衛
の
伊
藤
は
、

ラ
リ
ー
は
そ
こ
そ
こ
で
き
る
が

お
前
の
シ
ョ
ッ
ト
と
同
等
に
は
打
て
て
い
な
い
。
大
丈
夫
だ
。
」

倉
田
「
お
し
、
じ
ゃ
あ
後
衛
狙
う
ぜ
」

２
－
０

元
太
「
悪
い
っ
す
ね
、
俺
、
地
獄
耳
な
ん
で
。
」

倉
田
「
な
っ
！
？
」

元
太
「
け
ど
、
ラ
リ
ー
す
る
前
に
・
・
・
俺
の
サ
ー
ブ
と
れ
な
い
っ
す
よ
！
」
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Ｔ
－
１
「
そ
う
だ
そ
う
だ
！
」

元
太
「
行
き
ま
す
！
」

高
く
ト
ス
を
あ
げ
、
落
ち
て
き
た
ボ
ー
ル
を
高
い
打
点
か
ら
振
り
下
ろ
す
。

ズ
ド
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
オ
ッ
！
！
！

倉
田
「
な
っ
！
？
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
・
・
・
・

３
－
０

元
太
「
さ
ぁ
、
ど
ん
ど
ん
い
き
ま
っ
せ
」

こ
の
ま
ま
佐
野
・
伊
藤
ペ
ア
は
、
３
ゲ
ー
ム
連
取
し
・
・
・
・

審
判
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！
勝
者
、
佐
野
・
伊
藤
ペ
ア
！
」

小
笠
原
「
初
心
者
に
・
・
・
、
負
け
た
・
・
・
・
！
？
」

倉
田
（
ラ
リ
ー
で
は
勝
っ
て
た
の
に
・
・
・
あ
の
、
佐
野
元
太
！
）

菊
地
「
凄
い
な
。
初
心
者
と
は
思
え
ね
ぇ
、
新
１
番
手
決
定
だ
。
」

そ
う
す
る
と
、
小
笠
原
が
俺
の
胸
グ
ラ
を
掴
ん
だ
。
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小
笠
原
「
俺
は
絶
対
認
め
ね
ぇ
！
次
は
絶
対
に
勝
つ
。
」

元
太
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ｗ
ｗ
」

倉
田
「
君
上
手
い
ね
。
よ
ろ
し
く
な
」

諒
「
は
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
」

そ
う
す
る
と
物
陰
に
居
た
、
一
人
の
少
年
に
、
菊
地
は
気
付
い
た
。

菊
地
「
君
誰
だ
い
？
」

布
袋
屋
「
・
・
・
・
お
も
し
れ
ぇ
じ
ゃ
ね
ぇ
の
、
俺
の
名
は
布
袋
屋
虎
太
朗
だ
。

ほ
て
い
や
こ
た
ろ
う

」菊
地
「
ナ
マ
イ
キ
じ
ゃ
ね
ぇ
か
、
テ
ニ
ス
部
か
？
」

布
袋
屋
「
入
る
か
ど
う
か
迷
っ
た
が
、
今
の
試
合
見
て
き
め
た
よ
。
入
る
わ
」

菊
地
「
は
ぁ
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
入
部
届
く
れ
よ
」

布
袋
屋
「
フ
ッ
・
・
・
」

そ
う
す
る
と
そ
の
少
年
は
消
え
た
。

倉
田
「
あ
い
つ
は
・
・
・
！
？
」

小
笠
原
「
全
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優
勝
者
！
布
袋
屋
虎
太
朗
！
！
」
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第
４
話
（
後
書
き
）

倉
田
陸
郎
　
１
６
９
ｃ
ｍ
　
５
８
ｋ
ｇ

ラ
ケ
ッ
ト
：
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
 

７
０
Ｓ

み
ん
な
の
面
倒
見
が
よ
く
、
み
ん
な
か
ら
愛
さ
れ
る
存
在

小
笠
原
と
ペ
ア
を
組
み
、
県
大
会
ま
で
行
っ
た
。
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第
５
話

午
後
５
時
、
１
週
間
後
に
ひ
か
え
た
春
季
大
会
に
そ
な
え
紅
白
戦
を
し
て
い
た
。

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

諒
「
お
っ
し
ゃ
っ
！
」

元
太
「
ナ
イ
シ
ョ
ッ
！
！
」

小
笠
原
「
あ
め
ぇ
っ
！
」

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

高
い
ロ
ブ
が
上
が
っ
た
。
し
か
し
、
風
に
伸
び
・
・
・
・

ポ
ー
ン
・
・
・
・

審
判
「
ア
ウ
ト
！
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！
　
勝
者
、
佐
野
・
伊
藤
ペ
ア
４
－
０
！
」

小
笠
原
「
く
そ
っ
！
ま
た
負
け
た
っ
！
！
！
」

倉
田

く
っ
・
・
・

菊
地
「
・
・
・
・
」

そ
う
す
る
と
、
後
ろ
か
ら
ボ
ー
ル
を
打
っ
て
き
た
男
が
い
た
。

ズ
バ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ
、
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物
凄
い
快
音
で
、
サ
ー
ビ
ス
ラ
イ
ン
を
切
る
打
球
、

振
り
向
く
と
・
・
・

布
袋
屋
「
よ
ー
っ
す
、
今
日
か
ら
練
習
参
加
す
る
わ
」

諒
「
ほ
て
い
や
・
・
・
こ
た
ろ
う
！
」

そ
う
す
る
と
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
突
き
出
し
、
諒
に
向
け
て
言
っ
た
。

布
袋
屋
「
こ
れ
か
ら
お
前
と
シ
ン
グ
ル
ス
を
し
て
、
勝
っ
た
方
が
次
の
１
番
手

だ
。
い
い
な
？
」

菊
地
「
い
い
だ
ろ
う
」

元
太
「
先
生
！
？
」

諒
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
パ
チ
ン
と
返
し
、
逆
に
布
袋
屋
に
向
け
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
向

け
た
。

諒
「
望
む
と
こ
ろ
だ
」
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第
６
話

布
袋
屋
「
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
な
か
な
か
や
る
じ
ゃ
ね
え
の
・
・
・
」

布
袋
屋
は
高
く
ト
ス
を
あ
げ
、
一
気
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
下
ろ
し
た
。

ス
パ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ッ

諒
「
く
っ
・
・
・
そ
ぉ
っ
！
！
」

・
・
・

審
判
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
！
勝
者
、
布
袋
屋
虎
太
朗
！
４
－
２
！
」

諒
「
く
そ
っ
、
オ
レ
の
負
け
だ
、
悪
い
な
元
太
」

元
太
「
い
や
、
オ
レ
は
大
丈
夫
だ
・
・
・
。
」

菊
地
「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
布
袋
屋
の
１
番
手
を
考
え
て
お
く
が
・
・
・
」

布
袋
屋
（
伊
藤
諒
・
・
・
か
、
ラ
リ
ー
の
鋭
さ
は
無
い
も
の
粘
り
強
く
繋
ぐ
プ

レ
イ
を
し
て
く
る

長
期
戦
は
完
全
に
不
利
だ
っ
た
な
。
）

そ
う
し
て
、
布
袋
屋
を
含
め
た
、
俺
ら
は
練
習
を
重
ね
、
つ
い
に
春
の
大
会
を

迎
え
る
事
と
な
っ
た
。
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菊
地
「
横
浜
市
予
選
の
組
み
合
わ
せ
が
決
ま
っ
た
、
初
戦
は
、
浦
賀
中
だ
！
」

小
笠
原
「
浦
賀
か
・
・
・
ク
セ
だ
ら
け
の
集
団
だ
な
。
」

倉
田
「
特
に
１
番
手
の
、
米
山
勇
輝
・
山
?
怜
ペ
ア
は
か
な
り
の
腕
前
だ
。
」

菊
地
「
明
日
は
ビ
シ
ッ
と
勝
っ
て
、
県
大
会
決
め
る
ぞ
！
」

オ
ー
ダ
ー
発
表

１
番
手
　
布
袋
屋
虎
太
朗
?
・
佐
野
元
太
?

２
番
手
　
倉
田
陸
郎
?
・
小
笠
原
祐
作
?

３
番
手
　
伊
藤
諒
?
・
藤
澤
風
雅
?

そ
し
て
、
試
合
会
場
へ
・
・
・

審
判
「
こ
れ
か
ら
、
刀
狩
中
Ｖ
Ｓ
浦
賀
中
の
試
合
を
始
め
ま
す
！
」

お
願
い
し
ま
す
！
！
！

・
・
・

オ
レ
は
、
コ
ー
ト
に
入
り
、
乱
打
を
済
ま
せ
戦
い
の
場
に
入
る
。

審
判
「
７
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
！
！
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

もし元最強サッカー少年が、ソフトテニスを始めたら
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